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スライド１
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スライド2

　適切な輸血療法を行うには、医療施設だけでは
なく、血液センターの協力なくしては実現ができ
ません。そのような事から、輸血業務検討小委員
会では「血液センターとの協力体制」について検
討を行っています。
　今回は、緊急時の発注・納品トラブルを無くし、
スムーズに患者へ血液製剤を提供するため、アン
ケート調査等を行い業務手順の統一化の検討を行
いました。 
　そして、緊急時の発注・納品手順の統一化案を
血液センターと協力し作成することができました
ので報告します。
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スライド３

�����������������

� ������������������

� �����������������

� ������������������� � ������ �� ��

� ��������������������
�

� �������������������
�
�
�
�
�
�
�

� ���

1�
�
�
�

20
12
�
1�

2

3

　まず、血液センターからの要望の一部です。 
　そのなかで、「定期便発注の締め切り時間の厳
守のお願い」として、締め切り時間後の発注が多
く、定期便の納品が遅れてしまうため、とありま
した。 
　「その他」では、 患者都合以外の緊急発注を止
めてもらいたいという要望がありました。
・ 時間外が出来ないため、帰る時間までに間に合
うように、緊急走行での納品を依頼
・ 決まった医療機関から、毎週末の夕方に緊急で
の納品依頼 
があり、「患者の都合による緊急対応に影響を及
ぼしている」という事でした。　 
　血液センターとしては、該当する医療施設に改
善をお願いしていますが、改善されていないのが
現状としてあります。が、改善されていないのが
現状です。

スムーズに血液製剤を提供するために
～発注・供給方法の統一を目指して～

演者：片山　一重　先生（深谷赤十字病院　検査部）
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スライド４

スライド５

スライド６

　次に、小委員会所属の医療施設におけるアン
ケート結果です。 
定期便以外に発注する理由としては、
・在庫補充のため 
・予約製剤の当日発注で当日納品のため
・便数不足と締切時刻に間に合わないため 
があげられました。 
　在庫補充は、単なる在庫補充ではなく在庫がゼ
ロになると次の対応に困るという理由も含まれて
います。
　また、緊急時の対応で血液センターの担当者に
求めるものとして、
・ 「何度も電話の保留」や「複数回の確認電話」は、
非常に負担なので、対応を考えて欲しい。とあ
りました。 
　そして、緊急時には迅速な対応をして欲しいと
ありました。 
　そう思う具体的な理由としては、 
・ 緊急走行の依頼なのに「○○時では間に合わな
いのか」度々聞かれる。
・ 「1時間くらいで持ってきてもらいたい」と言っ
ているのに、2時間・3時間後の時間を言われ
ることがある。 
・ 「緊急搬送でも通常搬送でも時間は余り変わら
ない」と言われた。 
・ 「他施設と重なった状態で、配送車が出払って
いて今すぐは無理」と言われた。
などが挙げられました。 
　ただし、ここで言う「緊急」という言葉は、各
施設が持っている独自の基準での判断によるもの
ですので、患者の状態などによる本当の緊急時に
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　以上、要望調査とアンケートの結果から、緊急
時の発注・納品手順に不具合な点があることが判
明しました。
　これは、緊急時の発注・納品手順の統一化がさ
れていないため、両者に不要な負担をかけている
原因の一つではないかと考えました。
　この不具合点を改善するには、血液センターと
の意見交換会を開催し、手順の統一を検討する必
要があると考えました。 

　意見交換会は、血液センター供給担当者と小委
員会メンバーで、緊急時の発注・納品手順の統一
化を目標に意見交換を行いました。 
　その中で「緊急」という言葉の意味が、医療
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あった事だったのか否かまでは調査できていませ
ん。もしも、本当の緊急時にあった事であれば、
血液センターには是非、改善してもらいたい内容
です。 
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スライド７

施設と血液センターで違いがある事が判明しまし
た。この様に、医療施設ではいろいろな「緊急」
があります。しかし、血液センターでは一つの「緊
急」でしかなく、医療施設より「緊急」と連絡を
受けると、緊急走行による一時間以内の納品を想
定します。この様なことから、医療施設が「複数
の意味を持つ緊急」という言葉を使用することに
より、お互いに緊急の対応に不具合をもたらして
いるのではないかと考えられます。 
　この状況を改善するには、「緊急」の言葉の意
味を両者、同じ意味にする事が必要ではないかと
考えました。

　以上の事を踏まえ、手順案を作成しました。 
　まず、緊急とは「1時間以内の納品」と定義し
ました。これは、血液センターでは、緊急走行の
場合、県内の全て施設に対し「約1時間以内の納
品が可能な体制」であるとういう事からです。 医
療施設は血液センターへ、電話連絡をいれ希望納
品時刻を伝えます。またその際、現在の状況と今
後予想される状況も伝えます。 
　血液センターでは、その希望納品時刻と医療施
設の状況をもとに、最短で納品できる輸送方法を
選択します。医療施設側からサイレン走行など輸
送方法の指定はしないということです。これは、
どの様な輸送方法であれ、希望する時刻までに納
品されれば問題がないとう事からです。 
　お互いに折り合いがついたら、医療施設はＦＡ
Ｘ送信します。血液センターはＦＡＸ受信後、製
剤を用意し供給車を走らせ、医療施設に納品しま
す。 

スライド８
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　先ほどの手順案を運用するための発注票案で
す。１時間以上でも構わない納品の場合、この
フォーマットは使用しません。あくまでも、1時
間以内の納品を依頼する場合に使用します。
　各施設の発注票フォーマットの下の部分に、こ
のスライドの内容を結合して使用します。Ａ5版
からＡ4版になるということです。 
　血液センターに発注する際に必要な伝達事項が
記載されています。診療科、患者の状況、今後の
見込み、各記入欄に漏れがないように記入します。
　「確認」欄は記入忘れが無いか、再度確認して
チェックを入れるものです。
　そして、血液センターに電話を入れて製剤種、
単位数と希望納品時刻を伝え、納品時刻を相談し、
相互で決定した納品時刻を発注票に記入してFAX
をします。

スライド９
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　この手順案を試行運用して、今までと比べどの
様な点が改善され不具合があるのかを検証します。
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　まとめです。 
　緊急発注・納品時のトラブルを無くすために現
状や要望を調査し、手順の統一化案を作成しまし
た。 
　今回提示した手順案は、小委員会所属の医療施
設で試行運用を行い、検証を行います。 
　試行運用開始時期は本年2月を目標としていま
す。 
　検証後最終的には、埼玉県下の統一手順として
提案したいと考えています。 
　今後の過程や検証結果については、次回の
フォーラムで発表させて頂きます。 
　また、他の業務に関しても今後、血液センター
と協力し検討を開始する予定です。 

　最後に、皆さんはご存知と思いますが、再確認
です。 
　定期便の発注締め切り時刻は定期便運用にとっ
て大切です。スムーズな定期便運用のため、再確
認しておいて下さい。 
　ご清聴ありがとうございました。

対象施設
　・ 小委員会所属施設（16施設）　
試行運用条件
　・1時間以内の納品依頼時のみ
　・輸血担当者がいる時間内のみ
試行開始時期
　・平成24年2月 開始目標
検証方法と内容
　・小委員会所属施設と血液センターで実施
　・サイレン走行の増減や院内在庫の増減など 
です。 


